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巻頭言

纐纈厚（教育学生担当副学長）

2015（平成27）年のこの年、山口大学は創基200周年を迎えます。教育・研究・地域貢献を三つ
の柱として、山口大学は新たなる変革に果敢にチャレンジしています。その一つとして、2014年
の秋、文部科学省 高等教育再生加速プログラム（ＡＰ）のテーマⅠ・Ⅱ複合型に採択され、すで
に各種の取組がスタートさせています。周知のように本学は、「発見し・はぐくみ・かたちにする
知の広場」を教育理念に掲げています。また、山口大学憲章では、学生と教職員とが、共に育み

・ ・ ・ ・

合う
・ ・
ことの大切さを意味する「共育」の精神を謳っています。
こうした教育の理念や「共育」の精神をベースにしつつ、本学のAP事業は学長のリーダーシッ

プのもと、副学長（教育学生担当理事）の指揮により、大学教育機構が事業計画に基づき、事業
を鋭意推進しております。また、大学教育機構に、ＹＵ－ＡＰ（山口大学・大学教育再生加速プ
ログラム）事業推進委員会を設置し、その下にテーマⅠ（アクティブ・ラーニング）とテーマⅡ
（学修成果の可視化）、さらには自己点検・評価など、それぞれにタスクフォースを設けています。
それにより実効性の高い実施体制を敷き、“学生の声”を活かしていくため、学生スタッフを配置
し、協働体制を整備しています。
アクティブ・ラーニングの推進では、さっそくＡＬポイント認定制度を開始しており、新しい

修学支援システムの構築が進んでおります。また、学修成果の可視化でも、リテラシー・コンピ
テンシー測定の学修到達度調査及び学修関与度測定の学修行動調査が行われました。
現在、これら調査の結果を統合分析する直接評価・間接評価統合型学修成果可視化モデルを構

築するために、あらゆる努力がなされております。本事業の狙いのひとつは、学生の「学びの好
循環」を創出することです。
これは、① アクティブ・ラーニングの効果で、授業外学修時間が増え、より充実した学びが生

み出され、② より充実した学びを経験した学生の学修成果を可視化し、③ 学修履歴を集積するポ
ートフォリオに基づき、④ 適切なラーニングアドバイス、キャリアカウンセリングを行い、さら
に、個別のオプショナルサポート受けられるようにすることで、学生の成長をさらに促し、より
深い学びにつながるアクティブ・ラーニング（次の段階の①）に発展させるというサイクルのこ
とを指しております。
さらなる本学ならではの特徴として、本学におけるアクティブ・ラーニングを授業科目による

正課教育だけでなく、授業外学修である正課外教育を含む概念とすることが挙げられます。この
ような考え方は、正課教育と正課外教育の共創により「発見し・はぐくみ・かたちにする　知の
広場」（教育理念）に基づいた、山口大学生が身につけるべき汎用的な能力を育成することを目指
すという、本学独自の視点が含まれており、ここでも正課と正課外の好循環が創出されることを
意図しています。
今後とも継続性・実効性に富むＡＰ事業展開を進めていくとともに、学生が徹底して学ぶこと

のできる環境を整備し、教育再生実行会議で示された新たな方針に対して果敢に取り組み、大学
教育改革をより一層加速・推進して参りますご理解を賜れば幸いです。





Ⅱ．山口大学・大学教育再生加速プログラム
（YU-AP）事業全体の概要
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１．YU-AP事業全体の概要と目的
平成26年度「大学教育再生加速プログラム」に採択された本学の取組は、正課教育と正課外

教育の共創により、共通教育を中心としたアクティブ・ラーニングを組織的に推進し、次の時

代を切り拓く人材として必要な力の修得を保証するため、先進的な学修成果可視化モデルの構

築を行い、学生の学びの好循環を創出する。

テーマⅠでは、シラバスの可視化を通したALポイント認定制度導入、AL推進チームによる

FD専門集団形成、教員にインセンティブを与えるALベスト・ティーチャー表彰を行う。テーマ

Ⅱでは、学修到達度調査・学修行動調査・ルーブリック評価を全学的に推進し、各データを活

かした直接評価・間接評価統合型学修成果可視化モデルを構築する。高等教育機関、学協会等

と連携し、学士課程教育の質保証の新しい“カタチ”を示すことは、本学の特色や強みの向上

だけでなく、我が国高等教育全体に与える影響は大きい。

本補助事業の全体の目的は、正課教育と正課外教育の共創により、共通教育を中心としたア

クティブ・ラーニングの推進と学修成果可視化モデルの構築を行うことである。個々の学生に

学びによる成長を実感させることを通して、本学が提供する教育内容の質保証と本学の特色や

強みの向上を図るとともに、その成果を我が国高等教育全体に波及させていく。

本学では、全学的組織再編による「山口大学改革プラン」を推進しており、本事業を通して、

大学改革を一層加速することが期待されている。本事業では、平成25年度に導入した全学部共

通履修型の共通教育改革を起点としたアクティブ・ラーニングの全学的な推進・展開のほか、

学修到達度調査、学修行動調査、ルーブリック評価を活用した直接評価・間接評価統合型学修

成果可視化モデルの構築、さらには、教学マネジメントを支える教職員能力開発（FD・SD）に

取り組む。

これらの取組について、高等教育機関、学協会等と連携を図りながら実施することで、学士

課程教育の質保証の新しい“カタチ”を示すことを目指す。

本補助事業の平成26年度の

目的は、上記の全体目的を達

成するために、本事業を円滑

に実施できるよう、学長を中

心とした事業学内実施体制を

整備し、テーマ別タスクフォ

ース及び自己点検・評価タス

クフォースの役割分担によ

り、ALポイント認定制度や

学修成果可視化モデル開発な

どの具体的な事業実施に向け

た準備を整えることである。



２．実施体制
①学内の実施体制

学内の実施体制は、学長を中心に、副学長（教育学生担当）の指揮により、大学教育機構が

事業計画に基づき、事業を推進する。大学教育機構に、YU-AP事業推進委員会を設置し、その

下に、テーマ別タスクフォース及び自己点検・評価タスクフォースを構成する。専任スタッフ

としてプログラムコーディネーターを担う特任教員及び各種事務処理を担う事務補佐員を配置

し、事業推進及び補助金の適正執行を行うとともに、“学生の声”を反映させるために、学生ス

タッフを配置し、協働体制を整備する。

【テーマⅠ】では、共通教育分野別部会を中心に、同一授業科目間の客観的評価基準の開

発・検証等など、相互研修型FD を図る体制を整備する。また、【テーマⅡ】では、学修データ

を収集・分析する観点から、大学情報機構、大学評価室との連携を強化し、学生にきめ細かい

フィードバックができる体制を整備する。併せて、学修成果可視化モデル開発では高等教育機

関、学協会等との連携を行う。学内の実

施体制では、実践の場である正課教育

（共通・専門教育）及び正課外教育をコ

ーディネートしていくことを重視する。

また、国内外から外部アドバイザーを委

嘱し、アドバイザー会議の開催を通して

各種指導助言を受け、本事業に係る組織

的な強化を図る。

②評価体制

評価体制では、専門家による外部評価のほか、ステークホルダーや学生の意見を取り入れる

仕組を導入し、事業実施のPDCA サイクルが実質化するように工夫する。具体的には、教職

員・学生が本学の教育のあり方を対話する場として実績がある「共育ワークショップ」を活用

し、新たにステークホルダーを参画させ、事業報告やアンケートを含む意見聴取の場とする。

当該ワークショップを毎年開催し、提案された意見等を事業推進に反映し、かつ、改善充実状

況をフィードバックする。また、この前後に専門家による外部評価を行い、ワークショップと

は違う観点からの評価を与えることで、提案された各種意見等の客観性が担保され、次年度以

降の事業推進の目標や課題を明確化できる。

外部評価については、事業2 年目から実施する。外部評価委員には事業内容に精通した高等教

育専門家のほか、行政・企業関係者を委嘱する。外部評価は、毎年度作成するアニュアルレポ

ート（自己点検・評価報告書）をもとに、外部評価委員が事業の進捗状況や補助金の執行状況

を評価する形式で行う。また、最終年度における総合評価に当たっては、事業の成果を明確に

するために、申請要件及びテーマ別指標による評価を実施しなければならない。この測定方法

の開発について、YU－AP 事業推進委員会の下に設置する自己点検・評価タスクフォースで作

業を行い、４年目までに公表する。
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- 11 -

１．テーマⅠ（アクティブ・ラーニング）の概要と目的
アクティブ・ラーニングの対象を授業科目による正課教育に限定せず、授業外学修である正

課外教育を含み、より多くの学生・教職員がアクティブ・ラーニングの効果を実感できる環境

を整備する。

（１）学生の主体的な学びを促進するアクティブ・ラーニングの実施

①　全学部生必修科目『知の広場』『山口と世界』、正課外教育の先駆けである『おもしろ

プロジェクト』など、学生の発想や行動力を発揮させる教育設計を行っており、共通

教育全体のアクティブ・ラーニング化を進める。

②　シラバスでのアクティブ・ラーニング内容の明記を義務付け、授業及び正課外教育プ

ログラムのアクティブ・ラーニング（AL）度を認定する仕組（AL ポイント認定制度）

を導入する。併せて、正課外教育プログラム版シラバスフレームを作成し、その学修

成果が可視化できるように整備する。

③　アクティブ・ラーニングの教育効果について、従来から実施する授業評価アンケート

での授業外学修時間分析のほか、卒業生調査、学生参画型ワークショップの意見等を

分析し、改善に活かす。

（２）アクティブ・ラーニング推進のための専門集団の形成

①　大学教育機構・学部にFDコーディネータを配置し、アクティブ・ラーニング推進のた

めの専門集団（AL推進チーム）を形成する。AL推進チームの指揮のもと、アクティ

ブ・ラーニングを啓蒙する全学FD・SD研修のほか、スキルアップ向上のためのFD・

SDワークショップを実施する。

②　AL推進体制の整備を通して、アクティブ・ラーニングに関する教育的効果の共通理解

や学内におけるグット・プラクティス共有システム（教材・映像共有）を構築する。

優れた教育実践を行った教員についてはALベスト・ティーチャー表彰を行う。

２．ALポイント認定制度の概要
本学におけるAL（アクティブ・ラーニング）とは、教員による一方的な講義形式の教育とは

異なり、認知的、論理的、社会的能力、教養、知識、経験を含めた汎用的能力の育成を図るた

め、学修者の能動的な学修への参加を取り入れた教授・学習法（発見学習、問題解決学習、体

験学習、調査学習等のほか、教室内でのプレゼンテーション、グループワーク等）を指し、そ

の対象として、授業科目による正課教育だけでなく、授業外学修である正課外教育を含む。な

お、授業科目においては少なくとも１コマ以上行うものとする。

「ALポイント認定制度」とは、授業時間内で、該当するアクティブ・ラーニングの形態が、

どの程度行われているかをポイント化して表示する制度である。授業時間内でのアクティブ・

ラーニングの度合をポイント化することで、教員と学生がアクティブ・ラーニングに関する認

識を高め、大学教育に求められている主体的な学びの促進に役立てることができる。
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ALポイントは、シラバス入力画面にて表示されるアクティブ・ラーニングの６つの形態「グ

ループワーク」「ディスカッション・ディベート」「フィールドワーク （実験・実習、演習を含

む）」「プレゼンテーション」「振り返り」「宿題」にチェックを付けることでポイントが算出さ

れる。具体的には、「グループワーク」「ディスカッション・ディベート」「フィールドワーク

（実験・実習、演習を含む）」「プレゼンテーション」には、授業時間内におけるALが占める時間

の割合を示す項目が設けられており、それぞれに【多】＝３点、【中】＝２点、【少】＝１点が

設定されている。また、「振り返り」と「宿題」には、それぞれ１点が設定されている。授業各

回において、該当するアクティブ・ラーニング形態のすべてをチェックすることとし、各回最

大14 点となる（複数の形態が同時に行われるとみなす）。授業全体でのAL ポイントの算出につ

いては、【授業各回のAL 度の総和 / 授業回数】として、平均値化（小数第一位まで表示、第二位

以下四捨五入）として表示する。

※【多】、【中】、【少】について
【多】、【中】、【少】は、授業時間内におけるALが占める時間の割合を示す指標である。【多】は、授業
時間の50％超、【中】は、授業時間の15％～50％、【少】は、授業時間の15％未満の割合でALが行われ
ていることを表している。

● ALポイント認定制度に関する用語解説

> グループワーク1）2）3）

グループワークとは、集団に参加する者が、相互に影響し合う教育的過程であり、集団過程

や集団における相互作用など、学修の集団的な側面を強調する学修形態を指す。

> ディスカッション・ディベート4） 5）

ディスカッションとは、集団成員の参加によって、課題について話し合いによる学修を指し、

ディベートとは、二組の個人またはグループが一定のルールに従って一つの論題について論争

することを指す。

1日本教育社会学会（編）（1986）『新教育社会学辞典』東洋館出版社
2細谷俊夫ほか（編集代表）（1990）『新・教育学大事典第2巻』第一法規出版
3依田新（監修）（1977）『新・教育心理学事典』金子書房
4山崎英則・片上宗二（編）（2003）『教育用語辞典』ミネルヴァ書房
5依田新（監修）（1977）『新・教育心理学事典』金子書房
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6山崎英則・片上宗二（編）（2003）『教育用語辞典』ミネルヴァ書房
7山崎英則・片上宗二（編）（2003）『教育用語辞典』ミネルヴァ書房
8日本教育工学会（編）（2000）『教育工学事典』実教出版
9山崎英則・片上宗二（編）（2003）『教育用語辞典』ミネルヴァ書房
10日本教育社会学会（編）（1986）『新教育社会学辞典』東洋館出版社
11依田新（監修）（1977）『新・教育心理学事典』金子書房

> フィールドワーク（実験・実習、演習を含む）6）

フィールドワークとは、ある目的を持ち、一定のフィールドにおいて観察・調査をしたり、

資料を直接収集したりする調査活動を指す。ALポイント認定制度では、フィールドワークに、

実験室等で行う実験・実習、演習を含む扱いとする。

> プレゼンテーション7）

プレゼンテーションとは、学修者が他の人々を対象にして行われる言語的・身体的表現活動

（模造紙や写真、OHPやビデオ、コンピューターなどのメディアを使った口頭発表のほかにも

様々な形態がある）を指す。

> 振り返り8）9）

振り返りとは、授業内において、その授業の学修内容や学修方法、自分自身の学修状況など

を想起し、ノートやワークシート（コメントシートなど）に記入などを行う活動を指す。

> 宿題10） 11）

宿題とは、教員が学修者に対し、一定の学修、作業課題を正規の授業時間以外（授業外学修

時間）で行わせ、その結果を定められた期日までに提出するように義務付けたものを指す。
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（参考）
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（参考）
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３．正課外教育プログラムの開発とシラバスフレームの構築
山口大学・大学教育再生加速プログラム（YU-AP）では、授業外学修である正課外教育にお

いてもアクティブ・ラーニングを推進している。本年度は、スチューデント・リーダー・プロ

グラム（SPL）と題して、正課外教育を構築し、３月10日（火）と３月26日（火）に行った。第

１回目は、富山大学 橋本勝教授（YU-APアドバイザー）を招き、「大学参画型FDってなに？～

大学教育を楽しくするには～」をテーマに設定し、アクティブ・ラーニングであるグループデ

ィスカッションを活用しながら学生参画型FDについて参加者同士で理解を深めた。第２回目で

は、新日鉄住金ソリューションズ㈱ 中澤二朗氏（外部評価委員）に講師を依頼し、「ジローさん

の迫熱教室～できないを『デキル』に変わるには～」と題して、講師、学生双方から活発な対

話、意見交換が行われる迫熱教室が開催された。

正課外教育プログラムにおいてもAL（アクティブ・ラーニング）ポイント認定制度を採用し、

ALポイント認定制度におけるALポイント算出方法に基づき、各プログラムのALポイントを算

出している。第１回SLP及び第２回SLPでは、グループワーク、ディスカッション・ディベート、

プレゼンテーション、そして振り返りを用いており、第１回目、第２回目ともに7.0程度のALポ

イントになっている。

今後の課題として、到達目標に挙げている本学教育理念に基づいた４つの力について、より

具体的かつ、学生にも伝わりやすいものにする必要性がある。また、ALポイントについても、

単純に数値を表示する以外の試みも検討されるべきである。
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Ⅳ．テーマⅡ（学修成果の可視化）
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１．テーマⅡ（学修成果の可視化）の概要と目的
学生の目的や意識の多様化が進み、個々の学生の学修進度やキャリア意識に応じた組織的な

学修支援が必要不可欠である。学修成果の多角的な可視化を図り、学修支援及びカリキュラム

改善に活かす体制を強化する。

（１） 学修成果可視化モデル構築のための多角的取組の実施

①　リテラシー・コンピテンシー測定の学修到達度調査及び学修関与度測定の学修行動調

査、授業科目間の成績評価基準の平準化を目的としたルーブリック評価を全学的に推

進し、これらのデータを統合分析する直接評価・間接評価統合型学修成果可視化モデ

ルの構築を行う。

②　学修成果可視化モデルで収集した学生データは、従来から実施する授業評価アンケー

トでの授業外学修時間分析のほか、卒業生調査、学生参画型ワークショップによる意

見等と分析し、ナンバリング等の教育課程体系化の検証に活かす。

（２）学修成果測定を支える教学マネジメントの強化

①　エンロールメントマネジメント（EM）に基づくIR（Institutional Research）を機能させ、

学修データを収集分析し、学修支援やカリキュラム改善に活せる教職員育成（FD・

SD）を実施する。

②　教学マネジメントの要として、プログラムコーディネータのほか、ラーニングアドバ

イザー、キャリアカウンセラーを配置し、本取組の実質化を図る。

２．山口大学の教育理念
2008年に公表された経済産業省が定義する「社会人基礎力」や中央教育審議会答申が定義す

る「学士力」に見られるように、大学教育を通じた汎用的能力（ジェネリックスキル）の育成

への期待が高まっている。この背景には、OECDが提唱するDeSeCoのキー・コンピテンシーな

ど、従来型のディシプリンベースの知識理解を超えて、多様かつ複雑化する国際社会に対応で

きる知識活用や態度の修得が必要不可欠となっていることが挙げられる。新しい能力の育成と

して、21世紀型スキルと呼ばれる場合もある。

本学では、ディプロマポリシーに加え、山口大学教育理念に規定された、「驚き、個性、出会

い、夢を発見し・はぐくみ・かたちにする人材の育成」に基づき、山口大学生が卒業時に身に

付けておくべき汎用的能力（ジェネリックスキル）の規準を明確化する。本学が採択された文

部科学省・大学教育再生加速プログラムでは、学修到達度調査及び学修行動調査を実施し、学

生の汎用的能力（ジェネリックスキル）の修得を可視化することを事業取組に掲げている。
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３．直接評価・間接評価統合型学修成果可視化モデルの構築
テーマⅡ（学修成果の可視化）では、学部生を対象とした学修到達度調査・学修行動調査と

ルーブリック開発によるパフォーマンス評価の実施を通して、各種学修成果測定データを活か

した直接評価・間接評価統合型学修成果可視化モデルの構築に取組んでいる。具体的には、各

種学修成果測定データを活かしながら、学生の学びのリフレクション、ラーニングアドバイス、

さらには、カリキュラム改善に活かしていくことを目指している。



Ⅴ．山口大学・大学教育再生加速プログラム
（YU-AP）

事業関連イベント報告
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１．山口大学・創基200周年記念共育ワークショップ2014
『みんなで山大の教育（共育）について語ろう！』開催報告
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２．山口大学・大学コンソーシアムやまぐち SDセミナー2014
『大学職員の企画力が大学を変える』開催報告
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３．横浜国立大学主催大学教育再生加速プログラム（AP）推進フォーラム
『学生のための、学生を成長させる「学修成果の見える化」とは

―学生の主体的な学びの確立をめざして―』開催報告
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４．山口大学・大学教育再生加速プログラム（YU-AP）
『ルーブリック事例報告ワークショップ

―「山口と世界」授業実践などを例にして―』開催報告
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５．山口大学・大学教育再生加速プログラム（YU-AP）キックオフシンポジウム
『ラーニングコミュニティの創造を目指して

～山口大学・大学教育再生加速プログラムの挑戦～』開催報告



- 118 -



- 119 -



- 120 -



- 121 -



- 122 -



- 123 -

出所：『山口新聞』2015年（平成27年）３月11日付け３面
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Ⅵ．アドバイザー会議
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山口大学・大学教育再生加速プログラム（YU-AP）
第１回アドバイザー会議・議事メモ

日時：2015年１月23日（金）12：00～13：00

場所：Marriott Marquis Hotel Washington, DC U.S.A.

出席者：Mary Deane Sorcinelli名誉教授（Professor Emeritus, Department of Educational Policy, 

Research & Administration, University of Massachusetts Amherst, USA）（YU-APアドバイ

ザー）

林透大学教育機構大学教育センター准教授

河島広幸大学教育機構大学教育センター助教（特命）

内容：

（１）山口大学・大学教育再生加速プログラム（YU-AP）の概要について

①　事業概要

林准教授より、山口大学・大学教育再生加速プログラム（YU-AP）の概要についてポンチ絵

などを通して説明し、テーマⅠ（アクティブ・ラーニング）、テーマⅡ（学修成果の可視化）に

ついてそれぞれ説明した。Sorcinelli名誉教授からは、学生の学びについて、現在最も求められて

いる学びは、アクティブ・ラーニングである旨説明があった。アメリカや日本だけではなく、

アジア諸国やヨーロッパなど世界中の高等教育におけるテーマになっていることが語られた。

（２）日本の高等教育事情に関して

Sorcinelli名誉教授は、日本の高等教育事情に関して高い関心を示され、大学教育再生加速プロ

グラム（AP）などの政策が実施されていることについて、非常に好ましいことである趣旨のコ

メントがあった。今後も継続的に日本の高等教育事情についての情報提供の要請があり、また、

本学への来学を希望しており、本学の取組にも大きな期待を寄せた。
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山口大学・大学教育再生加速プログラム（YU-AP）
第２回アドバイザー会議・議事メモ

日時：2015年2月27日（金）12：20～13：20

場所：大学教育機構長室

出席者：松下佳代京都大学高等教育研究開発推進センター教授（YU-APアドバイザー）

亀倉正彦名古屋商科大学経営学部教授

纐纈厚理事・副学長、糸長雅弘大学教育機構大学教育センター長

朝日孝尚理工学研究科教授、林透大学教育機構大学教育センター准教授

内容：
（１）山口大学・大学教育再生加速プログラム（YU-AP）の概要について
①　事業概要
纐纈理事・副学長よりYU-AP事業概要資料について説明があった。
松下教授からは、コンピテンシーなどの詳細の能力を規定することによって、個人の属性に

なってしまう嫌いがあるので注意すべきとの指摘があった。
また、ルーブリックの本来の趣旨は、パフォーマンス評価にあり、学習者が与えられた課題

を通して、どのような力が表れているかを評価することが主眼である。

②　ALポイント認定制度の概要
林准教授よりALポイント認定制度の概要について説明があった。
松下教授より、講義、演習、実験・実習すべての授業形態を対象とするのかとの質問があり、

学習において、知識を与える場面を経て、知識を組み合わせるなどの作業を通して、発表など
の機会が設定されるべきである。いわゆる、知識の「内化」と「外化」があってはじめて学習
が成立するとの指摘があった。授業時間内の割合（ウェイト）が大切であり、「講義」と「外化」
との組み合わせが重要であり、ALポイント認定制度において入力する事項は、「外化」のみが重
視されている懸念があるとの指摘があった。

糸長センター長より、ALポイントの数値については、あくまで一指標と捉えており、ALポイ
ントの高低だけでの授業の質を判断することは考えていないことを部局に説明している。ただ、
ALベストティーチャー表彰制度の創設も考えており、ALポイントの数値を重要視せざるを得な
い状況がある。また、部局からのニーズとして、理系基礎系科目でのALの事例紹介を求める声
が大きい旨の説明があった。
松下教授からは、UCLAの化学の授業での500人クラスでのレポート評価における学生ピア評

価の実践事例、MITでの学生選択制のティール型授業と講義型授業の事例紹介があった。300～
500人程度の大人数クラスでも、Student Engagementをいかに高めるかが大切である。ベスト
ティーチャー表彰の観点として、学生が最高のパフォーマンスが出せる授業こそが大事であろ
うとの指摘があった。

（２）山口大学・大学教育再生加速プログラム（YU-AP）キックオフシンポジウムについて
林准教授より、３月９日（月）開催のYU-APキックオフシンポジウムについて確認事項等を

説明した。
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山口大学・大学教育再生加速プログラム（YU-AP）
第３回アドバイザー会議・議事メモ

日時：平成2015年３月９日（月）11：00～13：00

場所：山口グランドホテル２階（ダイヤモンドの間）

出席者：山田礼子同志社大学教育支援機構副機構長・社会学部教授（YU-APアドバイザー）

橋本勝富山大学大学教育支援センター（YU-APアドバイザー）

纐纈厚理事・副学長（教育学生担当）、糸長雅弘大学教育機構大学教育センター長・

教授、葛崎偉教育学部教授・アドミッションセンター長、宮田浩文大学院医学系研

究科（農）教授・学生支援センター長、白澤文吾大学院医学系研究科（医）准教授、

林透大学教育機構大学教育センター准教授、大西真次学生支援部長、庄野英二教育

支援課長、鷹岡亮教育学部教授、笠野裕修理工学研究科（理）准教授、辻多聞学生

支援センター講師、平尾元彦学生支援センター教授、朝日孝尚大学院理工学研究科

（理）教授、伊東明美教育支援課副課長、河島広幸大学教育センター助教（特命）

内容：

（１）山口大学・大学教育再生加速プログラム（YU-AP）の概要について

①　事業概要

纐纈理事・副学長より、YU-AP事業概要資料について説明があった（資料１）。

林准教授より、補足説明として、配布資料に基づき、出席者と国内外アドバイザーの紹介が

あった。

橋本教授からALポイントの点数の付け方についてと、指標の可変性について質問があり、纐

纈理事・副学長及び糸長大学教育センター長よりAL（アクティブ・ラーニング）認定制度の基

本的事項（資料２）に基づき簡単な説明があった後、詳細は「議題（２）ALポイント認定制度

の概要について」において説明する旨回答があった。

（２）ALポイント認定制度の概要について

①　ALポイント認定制度の概要について

林准教授より、ALポイント認定制度の概要について説明があった（資料２）。ALについては

河合塾が実施した全国調査などを参考にして、ALの形態を指標として採用した旨説明があった。

また、WEB上の履修登録画面、シラバス閲覧画面資料（資料２）に基づき運用についての説明

があり、27年度以降は、全学的な調査を踏まえて改善点などを見出していく方向性を検討して

いることが説明された。

糸長大学教育センター長より、補足説明として、ALポイントは、授業中にどの程度のALが行

われているかを可視化するものであることが強調された。

山田教授より、ALを進める上ではTA（院生）の存在が非常に重要であり、特に共通教育にお

いては不可欠の存在になるとの助言があった。ALにおけるTA（院生）は、単なる授業の補助で

はなく、フューチャー・ティーチャーとして、また、学部生のリーダーとして授業に関わるこ
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とが求められている米国の事例について紹介があった。

橋本教授からは、TA自身がALの良さを実感していなければ、制度を整えてもうまくは機能し

ないことが指摘され、問題はペイ（報酬など）よりもTAを育成する長期的な視野を持てるかど

うかであることが指摘された。

糸長大学教育センター長より、第一志望で入学していない学生やコミュニケーションに難が

ある学生などに対するALに関する質問が橋本教授に対してあった。

橋本教授からは、ALの濃さを落とし、気軽に楽しめるALを展開し、非アクティブな学生をア

クティブにする授業を行うことに軸足を置いて授業設計をすると効果があることが紹介された。

（３）その他

①　ジェイサープ（学修行動調査）データの提示について

林准教授より、ジェイサープデータの学生への提示の仕方について、マスデータと個別デー

タの提示に関する質問が山田教授に対してあった。

山田教授より、基本的にはマスデータのみの提示で十分であるが、個別学生に対する学修支

援（アカデミック・アドバイジング）に活用できることが紹介された。

平尾教授より、データに基づいた個々に対するアドバイジングに関して質問があった。

橋本教授からは、AP事業のなかで全学的な体制を整えて実質化することが望ましい旨の助言

があった。

②　正課外教育の教育効果について

林准教授から正課外教育の教育効果について質問があった。

橋本教授からは、正課・正課外教育（活動）ともに関わりたくないという学生がいる状況で

は、かつて正課外活動（サークルなど）が持っていた楽しさ、魅力、部活のような感覚を授業

に導入することも効果的であるという主旨の回答があった。



Ⅶ．他大学訪問調査報告
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Ⅷ．各種セミナー等参加報告
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Ⅸ．活動日誌・編集後記
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活動日誌

（2014年９月１日～2015年３月31日）

年 月 日 記 　 　 　 　 　 　 事

2014年 9月22日 山口大学・創基200周年記念共育ワークショップ2014

『みんなで山大の教育（共育）について語ろう！』
場所：総合図書館アカデミック・フォレスト
対象：本学教職員・学生
【開会挨拶】13：30～13：35

【基調講演】13：35～14：05

「みんなで創り上げる大学」
山下　貴弘（一般社団法人ＫＳＩＡ常務理事）

【グループワーク①】『YU World Cafe』14：05～15：10

「“発見し・はぐくみ・かたちにする”について考えよう！」
【グループワーク②】『未来新聞づくり』15：20～16：00

「グループアイデアをかたちにしよう！」
【全体発表】16：00～16：50

【閉会挨拶】16：50～17：00

（総合司会　林　透　大学教育機構大学教育センター准教授）

2014年 9月26日 大学教育再生加速プログラム事業推進委員会（YU-AP委員会）（準備委
員会）

2014年10月20日 テーマⅠ（アクティブ・ラーニング）タスクフォース第１回会議

2014年10月27日 テーマⅡ（学修成果の可視化）タスクフォース第１回会議

2014年12月19日 山口大学・大学コンソーシアムやまぐちＳＤセミナー2014

『大学職員の企画力が大学を変える』
場所：山口大学大学会館1階大ホール及び2階会議室
主催：国立大学法人山口大学、大学コンソーシアムやまぐち
共催：大学マネジメント研究会
【開会挨拶】13：30～13：40

【基調講演】13：40～14：50

「今、期待される大学職員の企画力」
本間　政雄（学校法人梅光学院理事長）

「若手職員から育む企画力」
末次　剛健志（佐賀大学総務部企画評価課係長）

【グループワークセッション】15：00～16：50

「Let’s Challenge 大学職員の企画力が大学を変える」
【閉会挨拶】16：50～17：00

（ファシリテーター　林　透　大学教育機構大学教育センター准教授
河島　広幸　大学教育機構大学教育センター助教（特命））

2014年11月18日 テーマⅠ（アクティブ・ラーニング）タスクフォース第２回会議

2014年11月25日 テーマⅡ（学修成果の可視化）タスクフォース第２回会議

2014年12月12日 第１回大学教育再生加速プログラム事業推進委員会（YU-AP委員会）

2014年12月 2日 テーマⅠ（アクティブ・ラーニング）タスクフォース第３回会議
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年 月 日 記 　 　 　 　 　 　 事

2014年12月22日 テーマⅡ（学修成果の可視化）タスクフォース第３回会議

2014年12月24日 テーマⅠ（アクティブ・ラーニング）タスクフォース第４回会議

2015年 3月 9日 第３回アドバイザー会議
（アドバイザー：山田 礼子 同社大学 教育支援機構副機構長・社会学部
教授、橋本勝富山大学大学教育支援センター教授）

2015年 1月19日 テーマⅡ（学修成果の可視化）タスクフォース第４回会議

2015年 1月20日 テーマⅠ（アクティブ・ラーニング）タスクフォース第５回会議

2015年 1月30日 第２回大学教育再生加速プログラム事業推進委員会（YU-AP委員会）

2015年 1月23日 第１回アドバイザー会議
（アドバイザー：Mary Deane Sorcinelli名誉教授（（Professor Emeritus,
Department of Educational Policy, Research & Administration, University of
Massachusetts Amherst, USA））

2015年 2月18日 テーマⅠ（アクティブ・ラーニング）タスクフォース第６回会議

2015年 2月27日 第２回アドバイザー会議
（アドバイザー：松下佳代京都大学高等教育研究開発推進センター教授）

2015年 2月18日 自己点検・評価タスクフォース第１回会議

2015年 2月24日 テーマⅡ（学修成果の可視化）タスクフォース第５回会議

2015年 2月27日 山口大学・大学教育再生加速プログラム（YU-AP）
「ルーブリック事例報告ワークショップ―『山口と世界』授業実践など
を例にして―」
場所：大学会館2階会議室
【開会挨拶】13：30～13：40

【事例報告】13：40～14：50

（1）「『山口と世界』コモンルーブリック開発と授業実践」
林　透（山口大学大学教育機構大学教育センター准教授）

（2）「『山口と世界』授業実践とルーブリック活用」
星野　晋（山口大学大学教育機構大学教育センター講師）

（3）「名古屋商科大学におけるルーブリック活用実践」
亀倉　正彦（名古屋商科大学経営学部教授）

【シェアリングタイム】15：00～16：20

（1）「コメント＆アドバイジング～成績評価への指針～」
松下　佳代
（京都大学高等教育研究開発推進センター教授）

（2）グループ対話
（3）全体共有及び質疑応答
【閉会挨拶】16：20～16：30

（総合司会　河島　広幸　大学教育機構大学教育センター助教（特命））
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年 月 日 記 　 　 　 　 　 　 事

2015年 3月 9日 山口大学・大学教育再生加速プログラム（YU-AP）

キックオフシンポジウム『ラーニングコミュニティの創造を目指して～

山口大学・大学教育再生加速プログラムの挑戦～』

場所：山口グランドホテル

対象：大学関係者（教職員・学生）、一般の方

【開会挨拶・来賓挨拶】14：00～14：10

【概要説明】14：10～14：25

【基調講演】14：25～16：00

（1）「ｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾗｰﾆﾝｸﾞにおけるﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ評価の可能性」

松下　佳代京都大学教授（YU-APアドバイザー）

（2）「学修行動調査の可能性～学修到達度調査との連携」

山田　礼子同志社大学教授（YU-APアドバイザー）

（3）「学生参画型FDの過去・現在・未来」

橋本　勝富山大学教授（YU-APアドバイザー）

【パネルディスカッション】16：10～17：20

「ラーニングコミュニティの創造を目指して

～山口大学・大学教育再生加速プログラムの挑戦～」

【閉会挨拶】17：20～17：30

（総合司会　林　透　大学教育機構大学教育センター准教授）

2015年 3月10日 第１回スチューデント・リーダー・プログラム（SLP）

『学生参画型FDってなに？～大学教育を楽しくするには～』

場所：共通教育棟２階演習室21

【趣旨説明】10：00～10：05

林　　透大学教育機構大学教育センター准教授

【講演】10：05～10：35

「学生と楽しむ学生参画型FDの極意、教えます」

橋本　勝富山大学教授（YU-APアドバイザー）

【プレゼンテーション】10：35～11：05

「山口大学における学生参画型取組の紹介～山大のデキル

を創ります！～」

YC-CAM：理学部３年杉元茜、経済学部２年奥田真也

【グループディスカッション】11：05～11：55

【クロージング】11：55～12：00

林　　透大学教育機構大学教育センター准教授

（総合司会　河島　広幸　大学教育機構大学教育センター助教（特命）

朴　玲　経済学部２年（YC.CAM））
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年 月 日 記 　 　 　 　 　 　 事

2015年 3月26日 第２回スチューデント・リーダー・プログラム（SLP）

『ジローさんの迫熱教室～できないを「デキル」に変わるには～』

場所：共通教育棟２階演習室21

【趣旨説明】15：00～15：05

林　　透大学教育機構大学教育センター准教授

【ショート・プレゼンテーション】15：05～15：20

「できないを『デキル』に変わるには」

古谷涼人文学部２年、井本圭祐理学部１年

【ジローさんの迫熱教室in山口大学】15：20～16：55

中澤二朗新日鉄住金ソリューションズ（株）

【クロージング】16：55～17：00

林　　透大学教育機構大学教育センター准教授

（総合司会　河島　広幸　大学教育機構大学教育センター助教（特命）

井本　圭祐　理学部１年（YC.CAM））

2015年 3月27日 第１回外部評価委員会

（外部評価委員：高橋 哲也 大阪府立大学学長補佐、中澤 二朗 新日鉄住

金ソリューションズ㈱人事部専門部長、伴 浩一 山口県立山口高等学校

長）
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編集後記

2014年度、本学が申請した文部科学省・大学教育再生加速プログラム（テーマⅠ（アクティ
ブ・ラーニング）・テーマⅡ（学修成果の可視化）複合型）に採択されました（申請件数250件の
うち、採択件数46件）。本学の取組は、今進行中の「山口大学改革プラン」を加速させる全学的な
教育改革の推進を目的としています。正課教育と正課外教育の共創により、アクティブ・ラーニ
ングを組織的に推進し、次の時代を切り拓く人材として必要な力の育成を保証するため、先導的
な学修成果可視化モデルの構築を行い、学生の学びの好循環の創出を目指しています。本学では、
既にALポイント認定制度等によるアクティブ・ラーニングの組織的推進及び直接評価・間接評価
統合型学修成果可視化モデルの構築に着手しました。また、当該事業取組を促進するため、学生
スタッフを配置し、学生の声を反映しながら、事業展開を進めています。まさに、教職学協働実
践を通して、共に育み（共育）、ラーニングコミュニティの姿をカタチにしていきたいと考えてい
ます。このような取組は、本学の教育理念「発見し・はぐくみ・かたちにする　知の広場」の創
造に繋がるものであり、本学の特徴をより魅力的なものにすることでしょう。

2015年３月には、キックオフシンポジウム「ラーニングコミュニティの創造を目指して　～山
口大学・大学教育再生加速プログラムの挑戦～」を開催し、本事業の現状の取組や今後の方向性
を情報発信することを通して、学内外の方々と有意義な意見交換ができ、本事業の第一歩が踏み
出せたものと確信しております。
大学教育に期待する社会的要請がこれまで以上に高まり、我々大学人の取り組み姿勢が大きく

問われているように感じてなりません。その責務を果たすため，学内外，国内外における大学関
係者や関係機関とのネットワーキングを通したイノベーションを目指していきたいと思います。
各方面からのご指導、ご鞭撻いただきたいと考えております。

大学教育機構　大学教育センター准教授　　　　林　　　透

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞

2015年３月に開催されたキックオフシンポジウムでは、「ラーニングコミュニティの創造を目指
して～山口大学・大学教育再生加速プログラムの挑戦～」をテーマに、アクティブ・ラーニング、
学修成果の可視化そして、学生参画型FDに関する基調講演、さらに学生の登壇も交えたパネルデ
ィスカッションを行いました。キックオフシンポジウムテーマに掲げた、「ラーニングコミュニ
ティの創造」は、本学の教育理念である「発見し・はぐくみ・かたちにする　知の広場」という
本学ならでは教育の在り方を実践するものであります。さらに、本学AP事業においては、ステー
クホルダーと連携し、継続的な計画の改善を進めて参ります。
今後とも大学関係者、関係諸機関等からのご指導、ご鞭撻を賜りますよう宜しくお願い申し上

げます。

大学教育機構　大学教育センター助教（特命） 河島　広幸






